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村東山手遺跡出土の垂飾 りと穿孔具

鶴田 典昭

は じめ に

村東山手遺跡 は長野市松代町大室に所在する。善光寺平の西側 に位置する奇妙山から伸びる

尾根に挟 まれた谷間に営 まれた縄文時代中期か ら後期の集落肚 を主体 とした遺跡である。上信

越自動車道建設に伴 い,平 成元年 と平成2年 に発掘調査が行われ,敷 石住居 を含む12棟 の竪穴

住居吐などが調査 された。これ らの調査成果は『上信越 自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書8一

長野市内その6一 村東山手遺跡』(長 野県埋蔵文化財センター1999)と して報告される。本項は

この報告書に掲載することができなかった垂飾 りと穿孔具の追加報告である。
/

村 東 山手 遺 跡 の 垂 飾 りと石 錐

第1図1～3はSB11・12よ り出土 した も

ので,今 回追加報告するものである。1は 灰

色の滑石製の垂飾 りで,長 さ13.5㎜,幅8.6

㎜,厚 さ5.8㎜,両 面穿孔による孔が貫通 して

いる。孔の形状は2.5㎜ ×3.5㎜ の楕円形を呈

している。2と3は チャー ト製の石錐でいず

れ も基部 を欠損 している。先端部 に僅かな摩

耗痕が見 られるが,明 瞭ではない。

㎜,幅3.5㎜,厚 さ2.5㎜ である。

第1図 村東山手遺跡未報告の石器

2は 長 さ13.8㎜,最 大 幅4.4㎜,厚 さ2.3㎜,3は 長 さ11.0

これ らの石器が出土したSB11・12は,炉 吐2基 と埋甕3基 のみが確認された遺構で,竪 穴住

居の形状 はまった く不明であった。埋甕はいずれも中期末葉のもので,2基 の石囲炉が検出さ

れた ことから,2棟 の竪穴住居が重複 したもの と理解 した。SB12埋 甕の周辺から多量の砕片が

まとまって出土 し,こ れ らに混 じって第1図 の垂飾 りと石錐が発見されたのである。砕片の出

土状況は不明であるが,「 ピット中にまとまって出土 した」との証言もあり,垂 飾 りと石錐がピ

ット内に多量の砕片 と共に埋納されていた可能性 もある。砕片はチャー ト245g,黒 曜石164gが

採取された他,少 量の硅質頁岩などの石材がある。SB11・12覆 土及びその床下からは,石 鎌未

製品などの小型の石器が多数出土 してお り,住 居内で小型石器の製作が行なわれたことを示 し

ている。石鎌末製品はチャー ト製のものが多 く,砕 片の石材にチャー トが多いことと抵触しな

い。 これらの出土状況から,第1図 の垂飾 りと石錐 は縄文時代中期末葉のものと判断される。

村東山手遺跡ではこれらの他にも垂飾 りと石錐が出土 した。第2図 に示した ものは報告書に

掲載したもので,1と2は 映状耳飾,3は 丸玉,4～6は 垂飾 り,7～9全 面に研磨痕がある
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第2図 村東山手遺跡出土の垂飾りと石錐
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石製品である。1と2は 形状 と出土土器から縄文時代早期末葉～前期中葉の ものと判断される。

3～9は 出土状況から後期堀之内式に伴 うと推定されている。なお,4～9は ヒスイ製である。

10～21は 石錐である。石錐は調査 区全体で49点 出土 した。16～21の ような棒状のものが23点 と

半数以上を占め,石 錐の多 くは中期末葉から後期前葉 に属するものであることが確認されてい

る。石材はチャー ト31点,黒 曜石17点,硅 質頁岩1点 である。

垂 飾 りの 穿 孔 につ い て

第1図 の石錐は第2図 のものに比べ極めて小型で細い。第1図3は 錐部の断面が2.5㎜ ×3.5

㎜であるのに対し,第2図 の中で も小型の19は5.5㎜ ×8.0㎜ である。第1図2・3の 錐部の太

さが第1図1の 垂飾 りの孔の大 きさに一致 していること,石 錐 と垂飾 りが石器製作肚 と考えら

れる住居吐から一緒 に出土 したことか ら,こ れらは垂飾 りの穿孔具 と判断される。

次に,東 山手遺跡出土の石製品の穿孔方法 についてまとめておきたい。第2図1・2は 両面

穿孔であるが,1は 孔が貫通 していない。孔 は円形で直径3.3㎜ ～3.5㎜ である。4～6は いず

れも片面穿孔で,5と6の 孔は円形で直径5.4㎜ ～5.5㎜ であ り,6は 穿孔が不完全で孔の底面

にヘソ状の高まりが見られる。第1図1の 滑石製の垂飾 りの孔は2.5㎜ ×3.5㎜ の楕 円形を呈 し

ている。

映状耳飾 り(第2図1・2),滑 石製垂飾 り(第1図1),ヒ スイ製垂飾 り(第2図5・6)

の三者では穿孔の形状 に差があり,そ れぞれ異なった穿孔具 と穿孔方法が用い られていること

が確認される。映状耳飾 りと滑石製垂飾 りは幅3.5㎜ 前後の棒状の穿孔具,ヒ スイ製の垂飾 りは

直径5㎜ 前後の筒状の穿孔具が もちい られている。また,映 状耳飾 りの孔が円形であるのに対

し,滑 石製垂飾 りの孔が楕円形であるのは,穿 孔方法に何 らかの差があったもの と思われる。

これ らの穿孔具 と穿孔方法の違いは時期の差,穿 孔対象 となる石材の違いなどによるものであ

ろう。

長野県内では大町市上原遺跡や松川村有明山社遺跡などの瑛状耳飾 りの製作肚 と考 えられる

遺跡が発見 されており,生 産遺跡から完成品の形で映状耳飾 りが搬出されたと考 えられる。し

かしなが ら,補 修などの穿孔作業は生産遺跡以外の各集落で行なわれた と考えられる。本遺跡

の穿孔が貫通 していない例 などは村東山手遺跡で穿孔作業が行なわれた可能性 を示す。

ヒスイ製 と滑石製の垂飾 りは中期末～後期前葉のものである。滑石製の ものは出土状況から

中期末葉のものであると判断されるが,ヒ スイ製のものは中期末葉～後期前葉の時間幅でしか

時期 を押えることができない。滑石製の垂飾 りは,穿 孔具が伴って出土していることか ら,穿

孔作業は村東山手遺跡で行なわれたもの と考えられる。.__.方,ヒ スイ製垂飾 りにっいては,新

潟県長者 ヶ原遺跡などの生産遺跡が確認 されているが,村 東山手遺跡に穿孔された完成品が搬

入 された ものか,こ こで穿孔作業が行われたかは不明である。長者ヶ原遺跡などの生産遺跡で

穿孔された完成品が出土 していることから,ヒ スイ製の垂飾 りは,生 産遺跡において穿孔作業

が行なわれたと考えておきたい。 とすると,中 期末葉から後期前葉ごろには,生 産遺跡 より搬

入 される垂飾 りと,自 家生産する垂飾 りがあった とすることができる。


